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午
後
六
時
半
、
い
よ
い
よ
開
始
時
間
と
な

り
八
十
七
名
の
会
員
、
二
十

一
名
の
ご
来
賓

・
随
行
者
は
大
雪
の
峯
を
偲
び
な
が
ら
杯

を
高
々
と
あ
げ
て
、
参
加
者
は
会
員
の
祝
福

と
旭
川
の
発
展
を
願
い
乾
杯
し
ま
し
た
。

司
会
を
務
め
る
安
井
規
雄
幹
事
の
開
会

の
挨
拶
の
後
、
議
長
を
務
め
た
竹
原
茂
雄
会

長
に
よ
っ
て
議
案
審
議
に
入
り
、
小
柳
事
務

局
長
か
ら

「平
成
十
五
年
度
事
業
報
告
並

び
に
決
算
報
告
」

（第

一
号
議
案
）
、

「平

成
十
六
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
案
」

（第
二
号
議
案
）
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
植
木
宏
昌
監
事
か
ら
は
、
決
算

に
伴
う
監
査
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

臓川職 総金:懇苺

懇
親
会
は
、

松
原
愛
幹
事
の

司
会
に
よ
り
始

ま
り
、
ま
ず
、

大
き
な
拍
手
の

中
、
ご
来
賓
の

入
場
と
紹
介
が
あ
り
、
竹
原
会
長
の
挨
拶
に

は
じ
ま
り
、
菅
原
市
長
か
ら

「十
月
二
十
三

日
に
初
雪
が
舞
っ
た
」
と
い
う
雪
便
り
を
ご

披
露
く
だ
さ
り
、
続
い
て
三
上
市
議
会
議
長

の
音
頭
で
乾
杯
を
し
、
和
や
か
な
懇
談
が
始

ま
り
ま
し
た
。

会
場
内
で
は
旭
川
ラ
ー
メ
ン
の
屋
台
が
大

人
気
、
他
に
も
郷
土
物
産
即
売
会
、
旭
川
の

じ
ゃ
が
い
も
や
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ
た
料
理
が

と
こ
ろ
せ
ま
し
と
並
び
、
参
加
者
は
舌
鼓
を

う
っ
て
い
ま
し
た
。
他
に
も
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
初
参
加
の
旭
川
西
高
の
同
窓
生

・
ポ
ー
ル

ス
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
演
奏
、
空
く
じ
な

し
の
抽
選
会
に
よ
り
会
場
内
は
賑
や
か
に
盛

上
が
り
、
午
後
八
時
半
、
三
本
締
で
終
宴
。

参
加
者
は
翌
年
の
元
気
な
再
会
を
期
し
、

土
産
袋
を
手
に
散
会
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
六
年
に
は
東
京
旭
川
会
総
会

・

懇
親
会
も
三
十
回
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の

記
念
総
会
を
盛
大
に
催
す
た
め
に
、
今
後

二
年
間
を
第
二
十
回
総
会
準
備
期
間
と
考

え
、
会
の
活
性
化
を
目
指
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ま
ず
東
京

旭
川
会
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新
設
し

ま
す
。
今
後
は
、
旭
川
市
の
各
種
サ
イ
ト
、

東
京
の
ふ
る
さ
と
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
、
よ
り
円
滑
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。



［旭
川
市
関
係
者
］

■
旭
川
市
長

■
旭
川
市
議
会
議
長

■
旭
川
商
工
会
議
所
会
頭

■
旭
川
観
光
協
会
会
長

■
旭
川
市
商
工
観
光
部
長

■
旭
川
市
企
画
財
政
部
秘
書
課
主
幹

■
旭
川
市
企
画
財
政
部
秘
書
課

■
旭
川
市
議
会
事
務
局
沢
長

■
旭
川
商
工
会
議
所
総
務
部
情
報
課
主
任

［ご
来
賓
］

■
北
海
道
新
聞
社
東
京
支
社
　
広
告
局
長

■
北
海
道
新
聞
社
東
京
支
社
　
メ
デ
ィ
ア
委
員

■
社
団
法
人
　
北
海
道
倶
楽
部
　
調
査
役

■
北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
　
会
長

■
北
海
道
国
際
航
空

（株
）
代
表
取
締
役
社
長

■
北
海
道
国
際
航
空

（株
）
東
京
支
店
支
店
長

■
北
海
道
国
際
航
空

（株
）
東
京
支
店
副
支
店
長

■
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ト
ル

（株
）
営
業
推
進
部
部
長

■
男
山
（株
）

代
表
取
締
役
社
長

■
オ
エ
ノ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（株
）
秘
書
課
長

■
藤
原
製
麺

（株
）

東
京
支
店
支
店
長

■

（株
）
ダ
ン
ケ
ジ
ャ
バ
ン
　
統
括
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

栗
林

黒
崎

鴻
上

後
藤

小
柳

近
野

斎
藤

斎
藤

坂
井

櫻
井

佐
々
木

佐
藤

直
原

柴
田

清
水

島
田

小
路

菅
井

高
尾

高
野

高
橋

高
橋

高
橋

節
子

弘修

一

利
雄

武
二

光
佑

絹
江

弘
明

弘
子

悠
秀
典

美
紀

綾
子

光
枝

智
子

嘉
明

美
和
子

周
二

榮
二

健
市

照
美

文
子

美
徳

菅
原
　
功

一
様

三
上
　
　
土早
様

高
丸
　
　
修
様

稲
村
　
健
蔵
様

吉
永
　
克
己
様

小
野
田
　
実
様

高
橋
　
慶
太
様

森
下
　
　
一九
様

大
野
　
恵
司
様

北
里
　
和
彦
様

川
島
　
　
一早
様

布
施
　
俊
幸
様

小
山
　
日里
心
様

滝
澤
　
　
進
様

猪
瀬
　
英
雄
様

松
田
　
直
記
様

手
島
　
孝
雄
様

山
崎
興
四
良
様

秋
田
悠
紀
夫
様

佐
藤
　
昌
彦
様

山
本
　
勝
也
様

［出
席
者
］

相
田
　
進

石
出
　
勢
津
子

岩
垂
　
由
起
子

岩
渕
　
清
司

植
木
　
宏
昌

海
老
澤
　
美
智
子

大
江
　
誠

太
田

明

大
谷
　
恒
雄

大
野
　
武
夫

荻
　
達
郎

大
屋
　
道
夫

小
原
　
憲

一

柏
川
　
守

加
藤
　
桂
子

加
藤
　
文
哉

金
田
　
英
行

川
窪
　
正
昭
（観
）

河
原
　
惟
臣

神
部
　
泰

喜
多
　
美
佐
子

北
村
　
武
宏

武
田
　
準

一

武
田
　
陽
子

高
畠
　
政
雄

竹
原
　
茂
雄

高
田
　
保

綱
島
　
正
寛

寺
田
　
克
彦

土
井
　
磨
智
子

中
川
　
清

一

仲
川
　
有

中
村
　
泰
敏
（観
）

西
木
戸
　
孝
夫

西
田
　
育
子

西
村
　
明

沼
形
　
英
男

野
作
　
雅
章

原
　
公
朗

板
東
　
幸
子

檜
垣
　
充
男

平
澤
　
民
義

廣
野
　
虫員
之

藤
原
　
博

本
間
　
敏
弘

牧
田
　
紀
子

松
浦
　
広
平

松
島
　
正

松
島
　
蔦

松
田
　
勇
三

松
原
　
愛

（観
）

水
奈
月

順
子
（観
）

宮
越
　
直
利

茂
木
　
信
昭

森

真
弓

森

陽

一

森
山
　
広
子

安
井
　
規
雄

山
崎
　
脩
五

山
原
　
正
博

山
本
　
千
津
子

山
本
　
剛

横
田
　
茂

吉
崎
　
与

一

吉
田
　
義
勝
（観
）

※
（観
）は
観
光
大
使
の
方

で
ｔ

敬
称
略

ご
協
賛
与
』協
力
御
礼

旭
川
市
長
様

旭
川
市
議
会
議
長
様

旭
川
商
工
会
議
所
様

（社
）
旭
川
観
光
協
会
様

（財
）
道
北
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
様

旭
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
様

旭
川
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
様
　
　
　
一

ホ
テ
ル
ク
レ
ッ
セ
ン
ト
旭
川
様

旭
川
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
様

北
海
道
国
際
航
空

（株
）
様

男
山

（株
）
様

（株
）
サ
サ
キ
エ
芸
様

セ
ン
チ
ェ
リ
ー
ハ
イ
ア
ッ
ト
東
京
様

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル

（株
）
様

ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー

（株
）
様

藤
原
製
麺

（株
）
様

佐
賀
孝
郎
商
店
様

（有
）
本
間
不
動
産
様

（株
）
ダ
ン
ケ
ジ
ャ
バ
ン
様

オ
エ
ノ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（株
）
様

（株
）
大
心
堂
雷
お
こ
し
様

毎
日
新
聞
社
様

池
田
町
東
京
事
務
所
様

三
井
住
友
海
上
火
災
保
険

（株
）
様
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Ｔ
弔
‐７
回
郷
土
訪
間
の
れ
じ
旭
川
会
副
会
長
　
原
　
公
朗

空
か
ら
見
渡
す

『ふ
る
さ
と
旭
川
』
は
な

ん
と
美
し
く
懐
か
し
く
感
じ
た
こ
と
で
し
ょ

う
か
。

久
し
ぶ
り
の
訪
れ
に
、
ふ
る
さ
と
へ
想
い

を
馳
せ
る
訪
問
者
二
十
六
名
を
乗
せ
た
エ
ア

ド
ゥ
３‐
便
は
九
月
七
日
予
定
通
り
旭
川
空
港

に
着
陸
し
ま
し
た
。
市
職
員
の
出
迎
え
を
受

け
用
意
し
て
下
さ
っ
た
バ
ス
で
市
内
に
向
か

い
ま
し
た
。

車
中
で
秘
書
課
長
の
片
岡
さ
ん
か
ら
暖
か

い
歓
迎
の
ご
挨
拶
を
受
け
る
と
旭
川
に
や
っ

て
来
た
実
感
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

車
窓
か
ら
眺
め
る
風
景
に
見
と
れ
な
が
ら

、
子
供
の
頃
が
自
然
と
想
い
出
さ
れ
ま
す
。

神
楽
岡
の
す
が
す
が
し
い
並
木
道
、
初
詣

の
上
川
神
社
、
楽
し
か
っ
た
小
学
校
の
林
間

学
校
、
泳
ぎ
を
覚
え
た
あ
の
忠
別
川
が
過
ぎ

て
行
く
。
秋
鮭
が
群
れ
て
遡
上
す
る
の
を
眺

め
た
神
楽
橋
、
幼
い
友
の
顔
、
幾
人
も
の
顔

が
現
れ
て
は
消
て
ゆ
く
。
感
傷
に
浸
る
ま
も

な
く
、
バ
ス
は
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
に
到
着
。

菅
原
市
長
、
市
職
員
の
心
尽
く
し
の
歓
迎

昼
食
会
に
臨
み
ま
し
た
。
市
長
か
ら
歓
迎
の

ご
挨
拶
、
乾
杯
に
続
き
旭
川
特
産
の
料
理
を

戴
き
な
が
ら
の
話
に
花
が
咲
き
、
あ
っ
と
い

う
間
に
時
が
経
ち
、
竹
原
会
長
の
返
礼
の
挨

拶
で
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。

沢
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
大
い
に
期
待
し

て
い
た

『旭
山
動
物
園
』
の
探
訪
に
向
か
い

ま
し
た
。

今
や
『動
物
園
の
旭
川
』
『旭
川
は
動
物
園

』
と
テ
レ
ビ
に
新
聞
に
数
多
く
紹
介
さ
れ
て

、
全
国
に
そ
の
名
が
知
れ
渡
っ
て
い
ま
す
。

七
月
、
八
月
の
入
園
者
数
が
上
野
動
物
園

を
抜
い
て
日
本

一
と
騒
が
れ
、
在
京
の
私
達

の
お
国
自
慢
が
ま
た

一
つ
増
え
、
鼻
高
々
と

言
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

動
物
達
の
生
態
が
良
く
観
察
で
き
る
こ
と

に
留
ま
ら
ず
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
表
情
や
、
野

性
そ
の
ま
ま
の
大
き
な
口
や
鋭
い
牙
が
、
僅

か
数
セ
ン
チ
の
距
離
で
見
る
こ
と
が
出
来
る

な
ん
て
驚
異
そ
の
も
の
で
す
。
北
極
熊
の
荒

々
し
い
ダ
イ
ビ
ン
グ
。
こ
れ
と
は
反
対
に
、

円
筒
の
中
を
上
下
す
る
ゴ
マ
フ
ア
ザ
ラ
シ
や

水
中
を
遊
泳
す
る
ペ
ン
ギ
ン
の
可
愛
ら
し
い

仕
草
。
こ
ん
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
も
素
晴
ら
し

い
ア
イ
デ
ア
と
感
じ
ま
し
た
。

職
員
の
方
々
の
動
物
達
に
抱
く
深
い
愛

情
と
日
夜
の
ご
努
力
が
、
今
日
の
成
果
を

生
み
出
し
た
も
の
と
感
動
し
、
動
物
園
を

あ
と
に
し
ま
し
た
。

再
び
バ
ス
で
市
役
所
ま
で
送
っ
て
い
た

だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
親
戚
、
知
人
と
の
再
会

の
た
め
解
散
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
武
田
東
京
事
務
所
長
の
案
内

で
、
竹
原
会
長
以
下
四
名
が
、
市
役
所
、

市
議
会
、
商
工
会
議
所
、
観
光
協
会
を
表

敬
訪
間
を
致
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
旭
川
市
の
現
況
な
ど
を
お
伺
い

し
、
十

一
月
開
催
の
東
京
旭
川
会
懇
親
会

へ
の
ご
出
席
を
お
願
い
致
し
ま
し
た
。

夕
方
六
時
か
ら
東
京
事
務
所
Ｏ
Ｂ
と
参

加
希
望
者
に
よ
る
懇
親
会
が
開
か
れ
和
気

調
々
旧
交
を
暖
め
、
時
の
経
つ
の
も
忘
れ

て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

翌
八
日
は
、
台
風
が
日
本
列
島
を
縦
断

し
勢
力
を
残
し
た
ま
ま
旭
川
を
直
撃
し
ま

し
た
。
市
始
ま
っ
て
以
来
の
大
型
台
風
と
あ

っ
て
交
通
機
関
は
随
所
で
ス
ト
ッ
プ
し
、

各
自
予
定
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
勇
気
あ
る
グ
ル
ー

プ
は
、
層
雲
峡
へ
で
か
け
た
り
、
友
人
を
訪

ね
た
り
、
墓
参
を
強
行
す
る
な
ど
風
に
も

雨
に
も
め
げ
ず
楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
。

多
く
の
想
い
出
を
残
し
九
月
十
日
、
全

員
無
事
帰
京
し
ま
し
た

東 京 旭 川
ゴ ル フ 同 好 会 案 内

初参加者の感想………パー トナーの方の出身小学校が、

朝日・啓明 0日 章ということで、ゴルフプレイとは別

に、音話に花が咲き、初参加とは思えない楽しい一日

を過ごすことが出来ました。

■開催日 :平成16年4月 7日 (水 )

■場 所 :武蔵富士カントリー倶楽部 参加者14名

■優 勝 :石原幸雄 グロス91 HDCP20.40ネ ット70日 60

■準優勝 :高橋照美 グロス91 HDCP18.00ネ ット73菫 00

■3 位 :横田 茂 グロス97 HDCP22.80ネ ット74.20

■開催日 :平成16年 10月 6日 (水 )

■場 所 :武蔵富士カントリー倶楽部 参加者15名

■優 勝 :宮森信之 グロス95 HDCP24.00ネ ット71.00

■準優勝 :横山敏雄 グロス85 HDCP13.20ネ ット71日 80

■3 位 :笹岡清美 グロス96 HDCP24.00ネ ット72.00

■開催 日 :平成17年4月 6日 (水 )

■場 所 :武蔵富士カン トリー倶楽部

4組を予定 しており、振るっての参加お待ちしております。

●世話人幹事 :小柳 武二 (東京旭川会事務局長 )

丁EL:048-251-8605

〈
〓

■旭川を訪問した参加者26名

■第28回 ゴルフコンペの出場メンバー



金

メ
ダ

ル

獲

得

お

め

で

と

う

甲

子

園

観

旭
川
会
幹
事
　
野
作
　
雅
章

記

上

野

雅

恵

選

手
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一

盤
鰈
輸
勒
颯

上
野
選
手
は
、
両
親
の
影
響
で
小
学
校

一
年
生
か
ら
柔
道
を
始
め
、
中
学

・
高
校

時
代
に
は
全
国
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
数

多
く
残
し
ま
し
た
。
高
校
卒
業
後
は
企
業

の
柔
道
部
に
所
属
。
そ
れ
ま
で
に
培
っ
た

実
力
を
伸
ば
し
て
、
数
々
の
国
際
大
会
等

で
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
世
界
柔
道
選
手

権
大
会
二
連
覇
、
福
岡
国
際
女
子
柔
道
選

手
権
大
会
優
勝
等
の
実
績
に
よ
り
、
ア
テ

ネ
五
輪
代
表
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
五
輸
出

場
は
、
平
成
十
二
年
の
シ
ド
ニ
ー
五
輪
に

続
い
て
二
回
目
と
な
り
ま
す
。

平
成
十
六
年
七
月
二
十
二
日
梅
雨
明
け
の

う
だ
る
よ
う
な
暑
い
日
の
夕
方
、
旭
川
の
友

人
よ
り
携
帯
電
話
に

「な
ん
と
旭
川
北
高
四

十
四
年
振
り
二
回
目
の
甲
子
園
出
場
！
！
」

の
メ
ー
ル
が
入
る
。
そ
れ
を
見
た
瞬
間
は
全

く
実
感
が
湧
か
ず
、
な
ん
だ
か
妙
な
気
分
に

な
る
が
、
そ
れ
で
も
急
い
で
職
場
に
戻
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
分
の
目
で
確
か
め
る

と
、
本
当
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
か

ら
、
急
に
ＯＢ
と
し
て
母
校
愛
に
目
覚
め
、
翌

朝
に
は
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
を
買
い
漁
り
、
北
高

の
記
事
の
取
扱
い
が
小
さ
い
新
聞
に
悪
態
を

つ
き
な
が
ら
も
、
東
京
在
住
の
同
期
に
記
事

を
切
抜
き
コ
ピ
ー
し
、
寄
付
の
呼
び
か
け
を

す
る
。

そ
の
後
、
甲
子
園
で
の
組
み
合
わ
せ
が
発

表
と
な
り
、
北
高
の
試
合
は
七
日
目
の
八
月

十
三
日
、
対
戦
相
手
は
昨
夏
八
強
の
山
口
県

代
表
の
岩
国
高
校
と
決
定
。
こ
う
な
れ
ば

春
高
バ
レ
ー
観
戦
記

平
成
十
六
年
二
月
二
十
日
、
第
二
十
五
回

春
の
高
校
バ
レ
ー
全
国
大
会
に
道
立
旭
川
東

高
等
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
初
出
場

し
た
。
顧
間
の
松
井
先
生
よ
り
戴
い
た
資
料

に
よ
る
と
平
成
十
六
年
二
月
、
道
立
北
見
体

育
セ
ン
タ
ー
に
於
て
北
北
海
道
予
選
会
が
行

わ
れ
、
第

一
回
戦
稚
内
高
を
二
対
〇
、
第
二

回
戦
は
前
年
度
優
勝
校
で
あ
る
白
樺
学
園
高

を
二
対

一
で
破
っ
た
。
こ
れ
で
勢
い
に
乗
り

、
準
決
勝
で
釧
路
工
業
高
を
、
決
勝
で
北
見

緑
陵
高
を
共
に
ス
ト
レ
ー
ト
で
破
り
全
国
大

会
へ
の
切
符
を
手
に
し
た
と
あ
っ
た
。
そ
し

「な
に
が
何
で
も
甲
子
園

援
し
な
け
れ
ば
！
！
」
と

の
旨
を
話
す
る
と
、
女
房

非
応
援
に
行
き
た
い
と
言

ひ
た
す
ら
待
ち
に
待
っ
た

七
時
三
十
分
。
ま
ご
つ
き

二
人
無
事
北
高
応
援
団
席

三
十
分
両
校
ナ
イ
ン
が
整

と
な
る
。　
一
回
表
　
岩
国

た
の
か
な
ん
と
か
二
点
で
切
り
抜
け
る
。
そ

の
後
、
両
校
と
も
五
回
ま
で
〇
点
が
続
く
が

六
回
表
ツ
ー
ア
ウ
ト
か
ら
四
連
続
フ
ォ
ア
ボ

ー
ル
を
与
え

一
点
追
加
点
を
取
ら
れ
る
。
ま

た
七
回
表
、
岩
国
は
三
番

・
四
番
が
タ
イ
ム

リ
ー
ヒ
ッ
ト
を
放
ち
、
二
点
を
追
加
さ
れ
七

回
を
終
り
〇
対
五
と
な
る
。
八
回
裏
、
そ
れ

ま
で

一
安
打
の
北
高
は
な
ん
ど
三
連
続
ヒ
ッ

ト
で

一
点
を
返
し
、
な
お
も
ツ
ー
ベ
ー
ス
ヒ

ッ
ト
で
二
点
を
追
加
し
、
ツ
ー
ア
ウ
ト
満
塁

で
同
点
も
し
く
は
逆
転
の
大
チ
ャ
ン
ス
が
来

る
。
し
か
し
残
念
！
！
本
当
に
残
念
！
！
バ

ッ
タ
ー
の
打
球
は
シ
ョ
ー
ト
真
正
面
で
ス
リ

ー
ア
ウ
ト
と
な
る
。
結
局
我
等
旭
川
北
高
は

三
対
六
で
破
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
実

に
心
に
残
る
立
派
な
試
合
で
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
す
ば
ら
し
い
後
輩
を
持
っ
た
こ
と
を

誇
り
に
思
う
と
と
も
に
、
北
高
を
応
援
し
て

頂
い
た
旭
川
会
の
皆
様
に
心
か
ら
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
は
皆
様
の
出
身
校
の
番
で
す
ね
。

ま
で
行

っ
て
応

思
い
、
家
で
そ

・
子
供
ま
で
是

う
。
そ
し
て
…

試
合
当
日
、
朝

な
が
ら
も
親
子

に
到
着
。
八
時

列
し
試
合
開
始

の
攻
撃
で
い
き

な
リ
ノ
ー
ア
ウ

ト
満
塁
と
な
る

。
こ
の
後
ど
う

な

っ
て
し
ま
う

の
だ
ろ
う
と
頭

の
中
が
真

っ
白

に
な
る
が
、
北

高
応
援
団

一
七

〇
〇
名
の
必
死

の
応
援
が
通
じ

旭
川
会
幹
事
　
加
藤
　
桂
子

て
当
日
、
晴
れ
の
舞
台
は
代
々
木
第
二
体
育

館
、
対
す
る
第

一
回
戦
の
相
手
は
東
京
学
館

新
潟
高
で
あ
る
。
東
高
東
京
同
窓
会
で
は
会

長
、
副
会
長
を
始
め
幹
事
、
伝
え
聞
い
た
バ

レ
ー
部
ＯＢ
の
方
々
、
旭
川
会
幹
事
の
有
志
も

加
わ
り
小
雨
降
る
会
場
に
集
結
し
た
。
場
内

は
既
に
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
る
。
保
護
者
会

の
皆
様
が
用
意
し
て
下
さ
っ
た
応
援
グ
ッ
ズ

を
手
に
懸
命
の
声
援
。
し
か
し
充
分
実
力
を

発
揮
出
来
ぬ
ま
ま
二
対
〇
で
敗
退
。
選
手
諸

君
は
も
と
よ
り
応
援
合
戦
で
も
負
け
て
し
ま

っ
一

″　
）
で
悔
し
さ

一
杯
。
結
果
は
残
念

だ
っ
た
け
ど
、
束
の
間
、
高
校
生
の
音
に
気

持
ち
が
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
若
さ
あ
ふ
れ
る

後
輩
か
ら
元
気
を
貰

い
、
又
来
年
に
夢
を

託
す
。
開
校
百
周
年

の
記
念
す
べ
き
年
に

華
を
添
え
た
出
来
事

だ
っ
た
。

平
成
十
七
年
二

月
二
十
日
出
場
決

定
。
応
援
お
願
い

し
ま
す
。

陸
上
男
子
２
０
０
ｍ
に
出
場
の
高
平
慎
士

選
手
が
市
役
所
を
表
敬
訪
間

七
月
九
日
陸
上
男
子
二
〇
〇

ｍ
に
出
場
す

る
高
平
慎
士
選
手
が
市
役
所
を
表
敬
訪
問

し
、
菅
原
市
長
の
も
と
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
高
平
選
手
は
卒
業
し
た
ば
か
り

の
旭
川
大
学
高
校
や
春
光
小
学
校
、
六
合
中

学
校
を
そ
れ
ぞ
れ
訪
問
し
た
の
ち
、
市
役
所

を
訪
れ
ま
し
た
。

訪
れ
た
高
平
選
手
に
対
し
て
菅
原
市
長
は

「健
康
に
気
を
付
け
、
ア
テ
ネ
で
は
普
段
通

り
の
力
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し

ま
し
た
。

高
平
選
手
に
は
旭
川
市
か
ら
地
場
産
の
お

米

「大
雪
山
見
て
育
っ
た
の
」

一
年
分
と
賞

賜
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

■菅原市長と懇談する高平慎士選手

ななかまど 26号  2005。 2



旭

川

か
ら

世

界

チ

ャ
ン
ピ

オ

ン
を

め

ざ

す

若

き

ボ

ク

サ

ー

平
成
十
六
年
十

一
月
二
十
日
、
後
楽
園

ス
タ
ジ
ア
ム
で
プ
ロ
ス
パ
ー
松
浦
選
手
が

世
界
フ
ラ
イ
級
７
位
ガ
ル
シ
ア

（比
国
）

と
対
戦
し
た
。

１０
ラ
ウ
ン
ド
を
戦
い
抜
き

ス
ピ
ー
ド
あ
る
動
き
と
強
烈
な
バ
ン
チ
を

武
器
に
各
ラ
ウ
ン
ド
で
リ
ー
ド
を
奪
い
、

９
ラ
ウ
ン
ド
で
は
ガ
ル
シ
ア
を
マ
ッ
ト
に

沈
め
る
な
ど
観
衆
を
大
い
に
沸
か
せ
た
。

こ
の
勝
利
に
よ
り
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
入
り

が
確
実
と
な
り
、
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ヘ

の
挑
戦
が
現
実
と
な
っ
た
。

松
浦
選
手
は
旭
川
春
光
台
出
身
二
十
七

才
、
中
学
時
代
か
ら
ボ
ク
サ
ー
に
憧
れ
、

先
生
や
両
親
の
反
対
を
押
し
切
り
上
京
、

ボ
ク
シ
ン
グ
界
の
名
門
、
国
際
ボ
ク
シ
ン

グ
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
に
入
門
し
昼
は
働
き
、

夜
と
休
日
に
練
習
に
励
み
挑
戦
者
と
し
て

の
充
分
な
力
を
蓄
積
し
て
来
て
い
る
接
近

戦
で
の
シ
ョ
ー
ト
連
打
戦
法
を
得
意
と
し

戦
歴
二
十
九
戦
二
十
四
勝
Ｋ
Ｏ
勝
十

一
の

好
成
績
を
残
し
て
い
る
。

平
成
十
五
年
四
月
に
は
７
ラ
ウ
ン
ド
で

Ｋ
Ｏ
勝
ち
し
第
二
十
六
代
日
本
Ｓ
フ
ラ
イ

級
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
て
い
る
。

世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
戦
に
は
、
こ
ぞ
っ

て
応
援
に
馳
せ
参
じ
声
援
を
贈
ろ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム

氏ー
松
浦

霧葬誓|1響
‐ ″鷲

霧撃貪緊
原 プ 高 ク

ロ 橋 シ

翁条喬ジ

北
海
道
旭
川
ラ
ー
メ
ン

あ
さ
ひ

旭
川
西
高
出
身
の
夫
妻
が
作
る
本
物
旭
川
ラ
ー
メ
名ヽ

コ
ク
が
あ
り
後
引
く
お
い
し
さ
。

ス
ー
プ
は
魚
介
。と
ん
こ
つ
ｏ鶏
を
バ
一７
ノ
ス
よ
く
合
わ

せ
、
麺
は
旭
川
製
麺
よ
り
直
送

■第28回総会に出席したプロスパー松浦選手

旭
川
ラ
ー
メ
ン

番
外
地

旭
川
商
業
３８
期
亀
井
さ
ん
が
作
る

本
物
旭
川
ラ
ー
メ
ン

東
京
駅
八
重
洲
に
出
店
３８
年
間
ラ
ー
メ
ン

是
非
味
噌
ラ
ー
メ
ン
を
ご
賞
味
下
さ
い
。

自
家
製
手
作
リ
ス
ー
プ
に
よ
り

麺
の
美
味
を
味
わ
え
る
ヤ
ン
ヤ
ン

一
度
足
を
運
ん
で
は
―

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

上
海
手
打
そ
ば

銀
座

ヤ
ン
ヤ
ン



動

物

園

雑

感

日
本
で

一
番
北
に
あ
る
動
物
園
に
、

「奇

跡
」
が
起
き
て
い
る
と
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、

旭
山
動
物
園
は
様
々
な
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
も

取
り
上
げ
ら
れ
大
変
な
人
気
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
特
に
、
昨
年
七

・
八
月
の
入
園
者
は

、
東
京
の
上
野
動
物
園
を
上
回
り
全
国

一
に

な
っ
た
こ
と
が
注
目
を
浴
び
る
大
き
な
要
因

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

旭
山
動
物
園
に
は
、
特
別
珍
し
い
動
物
が

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
動
物
本
来

の
生
き
生
き
と
し
た
姿
を
見
て
い
た
だ
こ
う

と
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
で
施
設
整
備
を
行
っ
て

き
た
こ
と
が
多
く
の
フ
ァ
ン
の
共
感
を
呼
ぶ

こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ふ
だ
ん
か
ら
小
菅
園
長
は
、

「飼
育
担
当

者
も
動
物
園
の

一
部
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

旭
山
動
物
園
で
は
動
物
だ
け
で
な
く
、
飼
育

担
当
者
や
獣
医
、
そ
し
て
職
員

一
人
ひ
と
り

が
主
役
な
の
だ
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
お
客

さ
ま
を
お
迎
え
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
で
は
す
っ
か
り
定
着
し
た

「も
ぐ
も
ぐ

タ
イ
ム
」
。
動
物
は
、
食
べ
る
時
に
体
の
つ

く
り
を
生
か
し
た
行
動
を
と
り
能
力
を
発
揮

す
る
の
で
、
え
さ
を
求
め
て
移
動
す
る
様
子

や
食
べ
る
姿
を
観
察
し
て
も
ら
う
と
と
も
に

、
飼
育
担
当
者
が
そ
の
動
物
の
生
態
や
特
徴

な
ど
を
解
説
し
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
の
動
物
園
で
す
が

「

動
物
の
す
ご
さ
や
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
い

」
と
動
物
本
来
の
能
力
を
最
大
限
に
生
か
す

こ
と
を
考
え
、
見
せ
方
に
創
意
工
夫
し
て
き

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
お
客
様
に
喜
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
は
、　
一
番
の
人
気
者
だ
っ
た

ロ
ー
ラ
ン
ド
ゴ
リ
ラ
と
ワ
オ
キ
ツ
ネ
ザ
ル
が

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
で
死
亡
す
る
な
ど
途
中

閉
園
す
る
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
平
成
八
年

に
は
、
入
園
者
が
過
去
最
低
の
二
十
六
万
人

ま
で
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
菅
原
市
長
の
英

断
で
平
成
九
年
か
ら
旭
山
動
物
園
に
追
い
風

が
吹
き
は
じ
め
ま
し
た
。

最
初
に
手
が
け
た
の
は
、
ヤ
ギ
や
ウ
サ
ギ

な
ど
の
小
動
物
と
子
供
が
触
れ
あ
え
る

「こ

ど
も
牧
場
」
、
人
間
が
中
に
入
っ
て
鳥
の
生

態
を
観
察
で
き
る
バ
ー
ド
ケ
ー
ジ

「と
と
り

の
村
」
、
で
き
る
だ
け
自
然
に
近
い
状
態
で

お
客
様
に
感
動
を
伝
え
た
い
と
の
想
い
か
ら

「行
動
展
示
」
と
い
う
方
向
性
が
形
に
な
っ

た
施
設
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
昨
年
ま
で
に
、
ト
ラ
や
ヒ
ョ

ウ
な
ど
の
生
息
環
境
に
近

、゙
Ｊ
死
放
飼
場
が

特
徴
の
「も
う
じ
ゅ
う
館
」
、
水
中
ト
ン
ネ
ル

か
ら
飛
ぶ
よ
う
に
素
早
い
泳
ぎ
を
見
せ
る
「ペ

ン
ギ
ン
館
」
、
樹
か
ら
樹
へ
渡
り
歩
く
オ
ラ
ン

ウ
ー
タ
ン
の
本
能
を
利
用
し
た
獣
舎
「空
中
運

動
場
」
、
水
の
浮
力
で
軽
々
と
巨
体
を
動
か
す

「ほ
っ
き
ょ
く
ぐ
ま
館
」
、
円
柱
ト
ン
ネ
ル
の

中
を
垂
直
に
泳
ぐ
「あ
ざ
ら
し
館
」
。

今
年
に
入
り
、
正
月
早
々
嬉
し
い
ニ
ュ
ー

ス
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。
一
一〇
〇
四
年
の

「日
経
優
秀
製
品

・
サ
ー
ビ
ス
賞
」
の
最
優
秀

賞
に
「あ
ざ
ら
し
館
」
が
選
ば
れ
た
こ
と
。
受

賞
理
由
は
「見
物
客
の
視
点
に
立
ち
、
動
物
の

生
態
を
生
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
展
示
方
法
で

従
来
の
動
物
園
の
イ
メ
ー
ジ
を

一
変
さ
せ
た

」
こ
と
。
ス
タ
ッ
フ
一
同
嬉
し
い
限
り
で
す
。

こ
れ
か
ら
も

「動
物
が
嫌
が
る
こ
と
は
さ

せ
な
い
で

一
番
輝
く
瞬
間
を
生
か
す
展
示
を

基
本
に
」
動
物
の
魅
力
を
伝
え
る
ア
イ
デ
ア

を
常
に
想
像
し
な
が
ら
お
客
様
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
動
物
園
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

■空中運動場 ■ベ ンギン館

■ほっきょくぐま館■あざらし館

4いいふりこく】…格好をつける。お洒落をする。
《例》女の前だとすぐいいふりこいて…

北

海

道

方

言

辞

典

【
ア

行

】

【秋味 (あ きあじ)】 …鮭

【あず ましい】…具合が良い。居心地が良い。落ち着く。

《例》この枕高すぎて、あずましくないもね。

【あったら】・̈ぁんな
《例》あったらもの使い物にならんべや

【あっぱくさい】・̈簡単だ。楽だ。
《例》こんな仕事あっぱくさくてやってれんべさ

【いたましい】・̈もったいない。
《例》いや～、まだ使えるのにホントいたましいね～

【うるかす】…水分を含ませる。
《例》茶碗、後で洗うから、ちょっとうるかしといて

【おっかない】‥J肺ぃ。恐ろしい。
《例》吹雪で前が見えなくて運転おっかなかった～

【おだつ】…調子に乗って、日立とうとする。
《例》あいつ、金儲けておだってるぞ

【あっぺこっぺ】…逆。逆さま。「あべこべ」の1ヒ海道訛
《例》父さん、シャッあっぺこっぺに着てるべさ

【おばんです】…こんばんは。
《例》皆さん、おばんでした。本日は忙しい中…

【あやつける】…格好をつける。良い格好をする。
《例》なんぼあやつけたってあの顔じゃねぇ
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更
に
便
利
に
！
旭
川

・札
幌
線
」
便

機
材
を

一
機
増
や
す
こ
と
に
よ
り
旭
川
線
、
札
幌
線
と
も

一
便
ず
つ
増

便
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
旭
川
線
は
夏
季
四
往
復
（六
月

一
日
～
十
月
二
十

一
日
）、
冬
季
三
往
復
（十

一
月

一
日
～
五
月
二
十

一
日
）
と
な
り
、
利
便
性

が
向
上
し
て
い
る
。
エ
ア
ｏド
ゥ
が
旭
川
に
就
航
し
て

一
年
九
ヵ
月
経
過
す
る

が
、
そ
の
間
の
旭
川
空
港
の
利
用
者
は
前
年
よ
り
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も

地
域
経
済
へ
の
貢
献
が
期
待
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

エ
ア
・ド
ゥ
、

函
館
線
就
航

羽
田
空
港

新
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
出
発

ハ′■

'

「北
海
道
の
翼
」
エ
ア

・
ド
ゥ

（北
海
道
国

際
航
空
株
式
会
社
）
が
機
材
を

一
機
増
や
し

、
二
番
目
の
路
線
と
し
て
羽
田
―
函
館
路
線

に
新
規
就
航

（二
月
十
八
日
か
ら

一
日
二
往

復
）
を
果
た
し
た
。
同
路
線
も
他
社
よ
り
安

い
運
賃
設
定
で
、
人
気
の

「
エ
ア

・
ド
ゥ
ス

ペ
シ
ャ
ル

一
万
」
運
賃

（搭
乗
の
四
十
五
日

前
ま
で
の
予
約
が
必
要
）
の
設
定
も
あ
る
。

昨
年
十
二
月
よ
リ
エ
ア

・
ド
ゥ
は
新
タ
ー

ミ
ナ
ル

［第
二
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
］
を
使
用

し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
今
ま
で
煩
わ
し

か
っ
た
バ
ス
で
の
搭
乗
が
大
幅
に
減
少
し
、

殆
ど
の
便
で
ボ
ー
デ
ィ
ン
グ
ブ
リ
ッ
ジ
を
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
利
用
す
る
五
十

五
番
ス
ポ
ッ
ト
は
滑
走
路
と
海
が
目
の
前
に

見
え
、
夜
に
は
海
ほ
た
る
や
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
、
お
台
場
、
東
京
タ
ワ
ー
な
ど
夜
景
が

広
が
る
、
と
て
も
眺
め
の
良
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
な
っ
て
い
る
。

一
　

Ｔ
は
、
北
海
道
の
屋
根
大
雪
山
系
石

狩
岳

（標
高
■
９
６
７
ｍ
）に
源
を
発
し
、
大

小
七
十
余
り
の
支
川
を
合
わ
せ
て
日
本
海
に

注
ぐ
我
が
国
屈
指
の
大
河
川
で
あ
る
。
そ
の

長
さ
は
約
２
６
８
ｋｍ
で
全
国
で
３
位
、
流
域

面
積
は
利
根
川
に
決
ぐ
全
国
２
位
で
北
海
道

全
体
面
積
の
６
分
の
■
に
相
当
す
る
。
そ
の

名
は

「イ

ｏ
シ
カ
ラ

・
ペ
ツ
」

（ア
イ
ヌ
語

で
非
常
に
曲
が
り
く
ね
っ
た
川
の
意
）
に
由

来
す
る
。
こ
の
川
に
架
か
る
橋
の

一
つ
が

「

新
橋
」
で
あ
る
。

大
正
十

一
年

（■
９
２
２
）
に

「新
橋
」

の
名
が
初
め
て
登
場
す
る
が
、
現
在
の
位
置

に
誕
生
し
た
の
は
第
１９
回
特
別
工
兵
演
習
が

行
わ
れ
た
大
正
十
四
年

（■
９
２
５
）
で
あ

り
同
年
九
月
十
八
日
に
渡
橋
式
が
開
催
さ
れ

た
。
堤
防
が
堅
固
で
な
く
河
川
の
流
れ
が
常

に
移
動
し
て
い
た
こ
と
が
木
橋
で
あ
っ
た
こ

と
の
理
由
の

一
つ
で
あ
る
が
、
前
述
の
名
称

の
由
来
通
り
石
狩
川
も
そ
の
流
れ
を
移
動
さ

せ
て
い
た
。
事
実
、
昭
和
五
十
年
代
で
も
石

狩
川
を
挟
ん
で
永
山
地
区
と
末
広
地
区
に
分

か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
末
広
地
区
側
に
ま

だ
永
山
地
区
の
地
番
が
残
っ
て
い
た
の
も
河

川
の
流
れ
が
移
動
し
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う

確
か
な
例
で
あ
る
。
木
橋
の
悲
し
い
定
め
で

あ
る
が
ま
さ
に

「新
橋
」
の
歴
史
は
補
修

ｏ
改

修

・
流
失

・
架
換
の
繰
り
返
し
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
九
年
（■
９
５
４
）
８
月
４
日
、

前
日
来
の
出
水
に
よ
り
二
代
目

「新
橋
」
は

８０

ｍ
に
わ
た
っ
て
流
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
通
行
禁
止
と
な
っ
た

「

新
橋
」
は
、
昭
和
三
十
四
年

（■
９
５
９
）

に
三
代
目
永
久
橋

（Ｐ
Ｃ
橋
）
と
し
て
架
設

が
完
了
。
親
子
孫
三
世
代
と
い
う
永
き
に
わ

た
っ
て
橋
が
安
全
で
あ
る
よ
う
に
と
願
い
を

込
め
、
地
元
に
住
む
神
谷
氏
に
よ
る
三
世
代

夫
婦
の
渡
り
初
め
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
三
代

目

「新
橋
」
は
当
初
、
橋
長
２
８
０

ｍ
・
幅

員
６
ｍ
の
橋
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
五
年

（■
９
７
０
）
、
上
流
側
に
幅
員
■

ｏ
５
ｍ

の
分
離
型
歩
道
橋
を
追
加
架
設
し
交
通
の
用

に
供
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
著
し
い
老
朽
化
と
近
年
の
一
日
２

０
０
０
０
台
を
超
す
交
通
量
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
三
年
度
か
ら
架
換
検
討
に
着
手
し
、

平
成
十
四
年
（２
０
０
２
）
に
橋
長
２
８
０
ｍ

・
幅
員
２
３
ｏ
５
ｍ
の
四
代
目
「新
橋
」
と
し

て
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

現

「新
橋
」
は
、
旭
川
市
の
市
街
地
中
心

部
を
通
過
せ
ず
に
国
道
４０
号
と
国
道
１２
号
及

び
国
道

２３７
号
を
連
絡
す
る
幹
線
道
路
と
し
て

の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
ま
た
、
上

流
に
架
か
る

「旭
橋
」
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
性

を
阻
害
し
な
い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
高
欄
等
の

デ
ザ
イ
ン
に

「旭
橋
」
と

一
連
性
を
持
た
せ

、
そ
の

一
方
で

「石
」
を
基
調
と
し
た
橋
脚

や
シ
ン
ボ
ル
性
を
持
た
せ
た
照
明
等
の
個
性

を
保
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
歩
道
の
両
側
に

そ
れ
ぞ
れ
二
か
所
の
バ
ル
コ
ニ
ー
を
設
け
、

周
囲
の
リ
ベ
ラ
イ
ン
旭
川
パ
ー
ク
や
サ
イ
ク

リ
ン
グ
道
路
等
と
共
に

「川
の
ま
ち
旭
川
」

に
ふ
さ
わ
し
い
水
と
緑
に
配
慮
し
た
潤
い
と

ふ
れ
あ
い
の
あ
る
空
間
を
形
成
し
、
旭
川
を

代
表
す
る
橋
の

一
つ
と
し
て
市
民
に
親
し
ま

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

■リベライン旭りIレ ―ヾク
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旭
山
動
物
園
に

あ
ざ
ら
し
館
オ
ー
プ
ン

全国的に注目を浴びている旭

山動物園に新施設「あざらし館」

が6月 6日オーフ
Cン

しました。新施

・受は鉄筋コンクリート地上2階地
~Tl階

建 てで総床面積 は約

1000n12。

地下1階の入口を入るとすぐ

に壁一面の透明なアクリル越し

にゴマフアザラシ九頭が泳ぐ姿

を見ることができ、天丼と床が

井 ルにつながった筒状の空中

トンネル (マ リンウェイ)があり、上

下に泳ぐゴマフアザラシを観察

することができま
‐
九

また、1967年 に開園した旭山

動物園は9月、本年度の入園者

数が100万 人を突破しました。

動物園人気が低迷する中で、

行動展示というユニークな手法
′

で全国の注目を集め、今や地

判 再生の手本ともされていま
｀
九

上
野
雅
恵
さ
ん
に

旭
川
市
民
栄
誉
賞
贈
呈

8月 18日に行われたアテネオリン

ピック女子柔道の70kg級 におい

て見事金メカレを獲得したことに

より、広く市民に敬愛され市民に

明るい希望を与えた功績をたた

え、9月 8日 に「アテネ五輪金メダ

ル祝勝会」の席上で菅原市長か

ら上野雅恵さんに市民栄誉賞が

贈呈されました。

上野雅恵さんは昭和54年 1月

17日旭川生まれ。柔道整復師で

柔道教室の指導者だった父法美

さんの指導で小学2年生の時か

ら柔道を始め、旭川南高～三井

住友海上火災と進み2001年・2

003年 の世界選手権2連覇。

市民栄誉賞の受賞は、囲碁の

小林光一さん、柔道の悪本裕子

さん、プロ野球の星野伸之さん、

囲碁の山下敬吾さんに次いで5

人目となりました。

「旭
橋
」
と

「北
海
道
の
馬
文
化
」
が

北
海
道
遺
産
に

次の世代へ引き継ぎたい有形・無

形の財産の中から、北海道民全体の

宝物として選んだものを「北海道遺産」

として認定して後世に残そうとする取

り組みが平成13年度から始まり、第2

回目の今回は応募総数1311件 の中

から、27件が選出され旭川市関係で

は「旭橋」と、ばん馬を含む「北海道

の馬文化」が10月 22日 に北海道遺産

構想推進協議会から認定されました。

旭橋は北海道の3大名橋の中で現

存する唯一の橋であり、「り||のまち・旭

り||」 にとって、長い問広く市民に愛さ

れてきた旭川市のシンボルとも言える

存在で今後も旭川を代表する建造物

の一つで現

また、ばん馬は北海道の開拓、発展

に尽力された先人たちを支えてきた

馬たちの功績を馬文化として発信し、

北海道に生きる誇りと価値観を次の

世代の心に残すものとして、日高地方

のサラブレット等と共に「北海道の馬

文化」として認定されました。

一

一二
―
北
海
ホ
テ
ル
の

営
業
が
終
了

長い問旭川市民に親しまれてき

たニューゴヒ海ホテルが3月31日 をも

って53年間にわたる営業を終了し

ました。

ニュー北海ホテルは旭川市が

戦後の混迷期を抜け出し、本当

の意味で繁栄への第一歩を踏み

出した昭和26年、旭川経済人の

多くの方々が株主となり株式会社

ニュー北海ホ刀レを設立し、4条通

7丁 目で開業しました。民間人の

手によって設立された待望久しい

ホ刀レでしたが、建物は大正9年

に建立された木造の3階建ての洋

館風建物で老朽化が著しいこと

から、昭和32年に地上8階地下1

階建ての当時で言う「高層ホ刀レ」

に建て替えられました。

昭和46年に5条通6丁目に新築

移転し旭川を代表するホ刀レとし

て市民に親しまれてきましたが、建

設から30年が経過し配管などが

傷み、これ以上の営業継続は困

難との判断から閉館となり建物は

解体されました。

同
一目
回
国

な
な
か
ま
ど
の
創
刊
号
を
見
る
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
東
京
旭
川
会
の
創

世
記
時
期
の
旭
川
人
の
熱
い
想
い
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

初
代
会
長
　
故
平
岡
敏
男
氏
の
寄
稿
文
タ

イ
ト
ル
は

「旭
川
を
ふ
る
さ
と
に
も
つ
人
々

の
懇
親
の
輪
を
広
げ
よ
う
」
。

三
浦
綾
子
さ
ん
ご
寄
稿
の
タ
イ
ト
ル
は
、

「変
わ
っ
て
変
わ
ら
ざ
る
も
の
＝
人
情
だ
け

は
大
雪
山
の
よ
う
に
」
と
あ
り
、
「旭
川
の
人

情
だ
け
は
、
変
わ
ら
な
い
と
私
は
思
う
。
ふ

る
さ
と
の
山

・
大
雪
山
の
姿
が
変
わ
ら
な
い

よ
う
に
、
ま
だ
旭
川
の
心
は
荒
れ
て
は
い
な

い
。
一
番
人
事
な
も
の
が
変
わ

っ
て
い
な
い

旭
川
に
、
東
京
在
住
の
方
に
も
、
時
折
は
訪
ね

来
ら
れ
て
友
情
を
あ
た
た
め
て
い
た
だ
き
た

い
も
の
で
あ
る
。

」
で
終
え
て
い
ま
す
。

「
一
つ
の
会
な
り
、
グ
ル
ー
プ
が
、
内
容

を
充
実
さ
せ
、
発
展
す
る
こ
と
は
、
実
の
と

こ
ろ
容
易
で
は
な
い
。

」

「私
も
か
つ
て
軍

籍
に
あ
っ
て
、
郷
土
部
隊
の

一
員
と
し
て
中

国
大
陸
で
幾
歳
月
を
送
っ
た
。
不
思
議
な
こ

と
に
愛
郷
心
で
結
ば
れ
た
郷
土
部
隊
に
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
鉄
の
団
結
を
見
せ
た
、
と
い
う

こ
と
は
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
や
は
り

一
つ

の
集
団
な
り
会
が
発
展
す
る
に
は
、　
一
に
も

二
に
も
心
だ
、
と
私
は
思
う
。

」
こ
れ
は
副

会
長

・
故
谷
武
雄
氏
の
言
葉
。
そ
れ
ぞ
れ
の

文
面
か
ら
は
、
相
互
に
協
力
し
あ
う
こ
と
の

意
義
、　
一
番
大
切
な
こ
と
を
い
つ
ま
で
も
ど

こ
ま
で
も
伝
え
続
け
よ
う
と
す
る
意
志
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。
東
京
旭
川
会
の
意
義

・
目

的
を
少
し
だ
け
理
解
で
き
た
気
が
し
ま
す
。

山
崎
　
脩
五
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